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先
日
、
ネ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
ス

で
「
は
だ
し

の
ゲ
ン
」
が

広
島
市
の
平

和
教
育
教
材

か
ら
削
除
さ
れ
る
記
事
を
目
に
し

た
。
そ
の
理
由
は
「
補
助
的
な
説

明
が
必
要
で
時
間
が
か
か
る
」「
時

代
の
生
活
実
態
に
合
わ
な
い
」
な

ど
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

▼
私
が
通
っ
て
い
た
小
学
校
の
図

書
室
で
は
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
が

貸
し
出
さ
れ
、
連
日
貸
し
出
し
中

に
な
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
、
私
も

何
度
も
読
み
返
し
た
と
記
憶
し
て

い
る
。
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
、
原

爆
が
投
下
さ
れ
破
壊
さ
れ
る
街
、

苦
し
む
人
々
の
リ
ア
ル
な
描
写
に

賛
否
が
あ
る
の
も
事
実
だ
が
、
私

は
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
か
ら
家
族

の
絆
、
戦
争
が
悲
惨
で
恐
ろ
し
い

こ
と
、
平
和
の
尊
さ
を
学
ん
だ
▼

削
除
す
る
理
由
は
様
々
あ
る
と
思

う
が
、
こ
の
間
、
平
和
教
材
と
し

て
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
読
ん
で

き
た
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
か
疑
問
が
残
る
。
作
品

を
読
ん
で
様
々
な
こ
と
を
学
び
、

感
じ
る
の
は
子
供
た
ち
で
あ
り
、

子
供
た
ち
の
価
値
観
を
大
切
に
す

べ
き
だ
▼
未
だ
戦
闘
が
続
く
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
世
界
の
ど
こ
か

で
戦
争
が
起
き
、
終
わ
る
こ
と
が

な
い
。
学
校
教
育
で
「
平
和
教

育
」
を
行
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
。
多
く
の
学
校
で
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
願
う
と
と
も
に
、

自
ら
が
平
和
の
語
り
部
に
な
ら
な

く
て
は
と
思
う
。 

（
Ｋ
・
Ｋ
）

申９号　2023年度賃金引き上げ等に関する申し入れ申９号　2023年度賃金引き上げ等に関する申し入れ

要求から乖離した回答！要求から乖離した回答！

■�

3
月
14
日
、会
社
か
ら
回
答
が
示
さ
れ
る

　
第
３
回
団
体
交
渉
に
て
、
会
社
か
ら
回
答
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
回
答
内
容
は
、
定
期
昇
給
（
昇
給
係
数

４
）
の
完
全
実
施
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
ベ
ア
一

律
１
０
０
０
０
円
の
要
求
内
容
か
ら
は
大
き
く
乖
離

し
、
一
昨
年
の
定
昇
カ
ッ
ト
分
へ
の
支
給
、
第
二
基

本
給
の
凍
結
、
65
歳
定
年
制
導
入
の
要
求
実
現
に
は

至
ら
ず
、
到
底
納
得
で
き
る
回
答
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
再
考
を
強
く
求
め
る
も
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
席

上
妥
結
せ
ず
に
回
答
を
持
ち
帰
り
組
織
内
で
議
論
、

判
断
す
る
と
し
ま
し
た
。

■�「
納
得
で
き
な
い
！
」と
の
多
く
の
声
！

　
第
２
回
団
体
交
渉
で
は
、
７
５
０
０
件
を
超
え
る

組
合
員
・
社
員
の
声
を
背
景
に
、「
黒
字
転
換
は
職

場
の
努
力
」「
賃
金
の
減
少
と
物
価
の
高
騰
で
組
合

員
・
社
員
の
生
活
は
苦
し
い
」「
賃
金
は
労
働
条
件

の
最
た
る
も
の
」「
初
任
給
特
別
措
置
の
た
め
賃
上

げ
原
資
が
な
い
と
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
」「
定
昇

カ
ッ
ト
に
よ
り
生
涯
年
収
へ
の
影
響
」「
人
材
流
出
へ

の
危
機
感
」
な
ど
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
第
３
回
団

体
交
渉
で
は
、
職
場
の
努
力
や
生
活
実
態
を
受
け
止

め
る
と
す
る
も
「
慎
重
に
判
断
す
る
の
は
当
然
」「
経

営
が
計
画
を
立
て
た
の
で
は
な
い
。
経
営
責
任
で
は

な
く
社
員
全
体
で
取
り
組
む
も
の
」
な
ど
と
し
、
結

果
「
慎
重
」
姿
勢
を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
回
答
以
降
、
組
合
員
・
社
員
か
ら
は
、「
低
額
回

答
」「
足
り
な
い
」「
ど
れ
だ
け
働
け
ば
よ
い
の
か
」

と
の
声
や
、「
何
故
一
律
で
は
な
い
の
か
」「
所
定
昇

給
額
に
拘
ら
な
い
と
言
っ
て
職
責
で
差
を
つ
け
る
こ

と
に
拘
っ
て
い
る
」「
回
答
の
根
拠
が
不
明
確
」
な

ど
の
声
、
歴
史
的
な
物
価
高
に
直
面
し
て
い
る
と
い

う
切
実
な
生
活
実
態
、
過
去
最
高
の
働
き
度
と
い
う

労
働
実
感
の
中
に
お
け
る
不
平
不
満
な
ど
、
本
音
の

声
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ
満
額
回
答
を
求
め
る
の
か

　
一
定
程
度
の
賃
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
回
答
内
容
で

す
が
、
満
額
回
答
に
は
至
ら
ず
、
賞
与
の
削
減
に
よ

り
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
年
収
平
均
が
約
70
万
円
減
の

中
、
誰
も
が
直
面
し
て
い
る
歴
史
的
な
物
価
高
の
中

で
社
員
の
生
活
を
守
る
の
は
会
社
の
責
務
で
す
。
同

時
に
、
人
材
定
着
の
観
点
か
ら
も
、
一
昨
年
の
定
期

昇
給
カ
ッ
ト
分
の
別
途
支
給
も
な
い
中
、
初
任
給
特

別
措
置
等
の
実
施
に
よ
り
拡
大
す
る
賃
金
カ
ー
ブ
上

の
課
題
を
解
決
す
べ
き
で
す
。
回
答
書
に
は
令
和
５

年
度
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
、「
守
り
か
ら
攻

め
へ
」
会
社
全
体
の
「
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
」
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
一
年
と
な
る
と

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
実
現
と
会
社
の
持
続
的
成
長
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
将
来
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
・
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
須
だ
か
ら
で
す
。

■
多
く
の
意
見
を
も
と
に
、申
12
号
を
提
出
！

　
回
答
以
降
、
本
部
に
３
日
間
で
５
１
２
０
件
も
の

組
合
員
・
社
員
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

声
の
圧
倒
的
多
数
は
「
納
得
で
き
な
い
」「
足
り
な

い
」「
不
満
」
と
い
う
声
で
し
た
。
そ
の
声
を
受
け

本
部
は
、
再
申
し
入
れ
の
判
断
を
し
、
３
月
17
日
に

申
12
号
を
本
社
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
本
部
は
組
合
員
の
声
を
も
と
に
粘
り
強
く
た
た
か

い
ぬ
き
ま
す
！

歴史的な物価高から生活を守り、将来へのモチベーション
維持・向上を実現するための2023年度賃金引き上げ等に関する再申し入れ

申12号

１．�ＪＲ東労組申第9号「2023年度賃金引き上げ等に関する申し入れ」に対する回答の根拠を明確にするとともに、直面する歴史的
な物価高から生活を守り、将来へのモチベーション維持・向上を実現するため、以下の内容を実施すること。

①��2023年4月1日以降のＪＲ東労組組合員・社員の基本給を一律10,000円（定期昇給を含まない）引き上げるに修正すること。
②2021年4月1日に実施した、満55歳未満（当時）の組合員・社員に対する定期昇給のカット分を別途支給すること。
③直面する歴史的な物価高の中における生活応援措置として、全社員に一律10万円を支給すること。
④回答については、2023年3月29日までとすること。

等級
所定　
昇給額

改定額の内訳

改定額1/4
の額

加算額
さらに
加算

一
般
社
員

主幹職A 6,600 1,700 4,000 200 5,900

主幹職B 6,300 1,600 4,000 200 5,800

技術専任職 6,300 1,600 4,000 200 5,800

主務職 6,000 1,500 4,000 100 5,600

主任職2等級 5,900 1,500 4,000 ー 5,500

主任職1等級 5,900 1,500 4,000 ー 5,500

指導職2等級 5,500 1,400 4,000 ー 5,400

指導職1等級 5,500 1,400 4,000 ー 5,400

係職2等級 5,000 1,300 4,000 ー 5,300

係職1等級 4,000 1,000 4,000 ー 5,000

医
療
社
員

H等級 6,900 1,700 4,000 200 5,900

M等級 6,700 1,700 4,000 200 5,900

S等級 6,700 1,700 4,000 200 5,900

T等級 6,500 1,600 4,000 100 5,700

C等級 6,400 1,600 4,000 ー 5,600

D等級 6,200 1,600 4,000 ー 5,600

E等級 5,500 1,400 4,000 ー 5,400

回答後に回答後に「納得できない！」「納得できない！」との多くの意見をもとにとの多くの意見をもとに

再申し入れ再申し入れ  提出！提出！

平均賃金引上げ額：12,304円（3.78％）
【内訳】ベースアップ：5,957円（1.84％）定期昇給分：6,347円（1.94％）

対象社員数　　：45,800人（前年比▲1,800人）
平均年齢　　　：38.8歳
平均勤続年数　：15.5年
平均基準内賃金：333,519円（前年比＋2,499円）

■主な会社回答 ・定期昇給カット分の別途支給
　⇒実現せず！
・第二基本給の凍結
　⇒実現せず！
・65歳定年制の導入
　⇒実現せず！

・定期昇給は、昇給係数「４」実施

・ベースアップは、所定昇給額の1/4＋4000円

　更に主幹職B以上・技術専任職・S等級以上に200円、

　主務職・T等級に100円加算

・55歳以上の社員も、在級する等級により上記に

　準じて計算した額を加える

・エルダー社員の基本賃金に3000円加算

　更に等級区分（5）に200円、（4）に100円加算

・テンポラリースタッフの時給に50円加算

・清算日は、6月23日（予定）

・健康経営の推進に向けた総合的な処遇改善として、

　「人間ドックにおける自己負担額の見直し」

■回答で示された基本給改定額（ベースアップ） ［単位：円］


